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主催 ： 豊田市博物館 豊田市美術館 

共催 ： 国立科学博物館 公益財団法人日本博物館協会 

後援 ： 文部科学省 愛知県教育委員会 豊田市教育委員会 

 ： 豊田市博物館 豊田市美術館 

 ： 教 員  他 教育関係者 博物館・美術館関係者 

 ： 無 料 

 ： ６日：９０人 （両日とも申込多数の場合は抽選） 

   ７日：博物館 ５０人 美術館 ２５人 

本プログラムは事前申込み制です。 

  専用フォームからお申込みください。 

※右の二次元コードから申込みできます。 

※プログラムの詳細は裏面参照 
 

 ： ７月１０日（金） 

会加場 

対加象 

参加費 

定加員 

 

 

木 

博物館や美術館を活用した 

探究的な学習のヒントをみつけよう！ 

/ 金 
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10：00－10：20 受 付  （場所：豊田市博物館 セミナールーム） 

10：20－10：30 はじめの会 

10：30－10：50 博物館学習の概要説明 アクティブ・ラーニングツアーの実践の様子を紹介！ 

１１：００－１２：１０  ３つの講座から選択 ※申込人数によって、希望する講座に参加できない場合があります。 

ジャンル・定員 内 容 場 所 

博物館（人文系） 

４０名程度 

縄文土器や石器、貫頭衣の実物資料や竪穴住居の組み立て

キットなどを活用した学習プログラムを体験します。 
セミナールーム AB 

博物館（自然系） 

２０名程度 

風化花崗岩の鉱物の分類体験を通して、地層のでき方や鉱

物と産業とのつながりを学ぶ学習プログラムを体験します。 

※ 参加者地域の川砂等 持ち込み可 

セミナールーム C 

美術館 

３０名程度 

小中学生に実施している、美術館の作品ガイドボランティ

アによる対話型鑑賞を体験します。 
コレクション展示室 

12：10－13：10 昼食・休憩 

13：10－14：20 ３つの講座から選択 ※申込人数によって、希望する講座に参加できない場合があります。

ジャンル・定員 内 容 場 所 

博物館（人文系） 

４０名程度 

豊田の長篠合戦図屛風や江戸時代後期の古文書を活用した

学習プログラムを体験します。 
セミナールーム AB 

博物館（自然系） 

２０名程度 

クマムシなど身近だが普段出会えない不思議な生物の発見

など、顕微鏡を活用した学習プログラムを体験します。 

※ 参加者地域のコケの持ち込み可 詳細はホームページ 

体験室 

美術館 

３０名程度 

小中学生に実施している、美術館の作品ガイドボランティ

アによる対話型鑑賞を体験します。 
コレクション展示室 

14：30－15：40 みんなで意見交流 （場所：豊田市博物館 セミナールーム） 

先生と博物館のエデュケーター、美術館の学芸員で博物館・美術館を活用した授業づくりについて意見交流！  

15：40－15：50 おわりの会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「教員のための博物館の日」 お問い合わせ先 

豊田市博物館 教育普及担当  

TEL 0565‐85‐0900（代表）  FAX 0565‐85‐0902 

E-mail hakubutsukan@city.toyota.aichi.jp 

プ ロ グ ラ ム 

企画展開催中のため、駐車場が大変混雑することが予想

されます。公共交通機関でのご来館を推奨いたします。 

プ ロ グ ラ ム 

09：00－09：30 受付 

09：30－12：00 バスで見学ツアー！ 

             曽根遺跡、足助の町並み 

12：00－13：00 昼食・休憩 

（足助の町並みで各自） 

13：00－15：00 バスで見学ツアー！ 

            旧今井貯木場施設、地層見学地 

15：00－15：00 博物館で解散 

  

10:00－10:30 受付 

10:30－11:00 学校連携の事例紹介 

 

       講師：岩瀬 公都子  

11:00－13:00 グループワーク 

(トーク案の立案と体験) 

13:00～    美術館で解散(自由鑑賞) 

注意 ６日に参加した方のみ申し込みができます。 注意 ７日だけの申し込みができます。 

６日（木） 

７日（金） 

令和７年度や令和８年度の夏休み前までの 

実践を中心にお話しします！ 

とよはくパートナー、美術館作品ガイドボランティアも参加します！ 

天候等により見学先が 

変更になる可能性があります。 

６日の対話型鑑賞と合わせての参加をお勧めします。 

定員 25 名程度、応募人数によっては希望に添えない場合があります。 

mailto:hakubutsukan@city.toyota.aichi.jp

